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無量寿経>における一念十念
無著説と世親説による問題の提起

































































ってかの如来を随念し（Skt.tam･ tathagatam･ dasacittotpadat samanusmaris･yanti）、
かの仏国土に対して願望を起こし（Skt.spr･ham･ ca tasmin buddhaks･etre utpadayis･-
yanti）、もろもろの深遠な法が説かれるときに、満足を得て、ひるむことなく、絶望にお
ちいらず、落胆におちいることなく、たとえ一たび心を起こすだけでも、かの如来を思念
し(Skt.’ntasa ekacittotpadenapi tam･ tathagatam･ manasikaris･yanti）、かの仏国土に対


























すべての蔵訳の諸版・諸本共通して「一たび」（Tib.tha na sems bskyed pa gcig tsam de
 








yatra samadhau sthitva bodhisattva ekaks･an･avyatiharen･aprameyasam･khyeyacintya-



































○無著著『仏随念註』（Skt. Buddhanusmr･tivr･tti、Tib.Sangs rgyas rjes su dran pa’i’grel pa）
蔵訳にのみ現存する。刊本の所在はデルゲ版東北No.3982,mDo’grel,Ngi.11b5-15a6、北










































































































如来を思念し（Skt.’ntasa ekacittotpadenapi tam･ tathagatam･ manasikaris･yanti）」を、「心
を起こす（Skt.cittotpada）」と「随念（Skt.anu-smr･、Tib.rjes su dran pa）」「（玄 訳）作



























































































































































（Tib.sems can gang dag der skyes pa de dag gis sgra de thos nas sangs rgyas yid la byed
 





























































（Tib.der mi de dag gis sgra de thos nas sangs rgyas rjes su dran pa dang/chos rjes su dran
 
pa dang/dge’dun rjes su dran pa lus la gnas so//」Cf.『浄全』23、1972、p.346）
鳩摩羅什訳：聞是音者皆自然生、念仏念法念僧之心。
蔵訳 阿弥陀経>の河口、宗川訳は「Tib.yid la byed pa（作意）」を「念」と訳し、「Tib.
rjes su dran pa」を「随念」と訳す。両氏は蔵訳 無量寿経>の翻訳では、「Tib.rjes su dran
 





































































































































































yam of Vasubandhu,1975,Patna,p.240＝【漢訳】玄 訳『阿毘達磨倶舎論』
（『大正蔵』29、No.1558、p.85b））
(38） Cf.櫻部建『倶舎論の研究 界・根品』（法蔵館、1979、pp.281-283）
「（1.心所法の分類）（中略）ここに大地〔法〕（大きな地をもつ法）とは、その地〔すなわち生
起する範囲〕が大きい〔法〕ということであって、〔つまり〕あらゆる心の中にある（あらゆる
心に伴って生起する）〔心所〕である。
（2.大地法）では、あらゆる心においてある〔心所〕とは何か。
受と思と想と欲と触と慧と念と作意と勝解と三昧とはあらゆる心において〔ある〕。（二・二
四）
これら十法はあらゆる心刹那においてあまねく存在する。（中略）」
―54―
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（Cf.荻原雲来、山口益訳註『和訳称友倶舎論疏（二）』（梵文倶舎論疏刊行会、1934、pp.56
-59）
Cf.櫻部建、上山春平『存在の分析 アビダルマ>』（角川文庫ソフィア、1996、pp.109-110）
「心と心作用との「倶生」
さて、心が生起するときは、かならず心作用とあい伴う。（中略）すなわち「大地法」と呼
ばれる十種類の心作用はいつの場合にも心と〝倶生"（ともに生起する）しており、さらにた
いていの場合にはなお数種あるいは十種類の心作用が同様に〝倶生"していて（中略）」
(39) 櫻部建、上山春平『存在の分析 アビダルマ>』（角川文庫ソフィア、1996、p.79）
(40) Cf.西義雄『阿毘達磨仏教の研究』（国書刊行会、1975、p.321ff.「大衆部系の「般若」とそ
の認知作用」）、川崎前掲書〔1992〕pp.89-99
(41) Cf.本庄前掲論文〔1995〕p.12
(42) 世親年代：宇井説400-480、加藤説350-430。Cf.加藤純章『経量部の研究』春秋社、1989、
pp.58ff.
〔付記〕
本稿は、「法然仏教の多角的研究」班の月例発表会（佛教大学、2013）において発表した「北伝系
仏典にみる仏随念 ―『無量寿経』における一念十念の問題―」に基づく。発表時には本庄良文氏、
伊藤真宏氏、齊藤隆信氏、曽和義宏氏から御教示を頂いた。また「「仏随念」関連文献ワークショッ
プ」（名古屋大学、2013）においては、和田壽弘氏、畝部俊也氏から、無著によるパーニニ文法を前
提とした言語学的な「Buddha」理解を始め、種々の御教示を頂いた。さらに平成26年度浄土宗総
合学術大会（佛教大学）においては、小澤憲珠氏から、五世紀前後のインドにおける大乗説と小乗
説との混在について、大乗者と小乗者との「共住」という視点を御教示頂いた。執筆時には藤仲孝
司氏、古角武睦氏から種々の御教示を頂いた。謹んで諸氏に感謝致します。
（なかみかど けいきょう 嘱託研究員、知恩院浄土宗学研究所研究員）
―55―
無量寿経>における一念十念（中御門敬教）
